
「
第
48
回
東
北
農
村
青
年
会
議
岩
手
大

会
」は
２
０
１
７
年
11
月
１
日
、岩

手
県
花
巻
市
で
開
か
れ
た
。大
会
は
、東
北

６
県
の
農
業
青
年
を
対
象
に
、日
頃
の
農

業
経
営
、農
村
生
活
で
得
た
知
識
や
技
術
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
成
果
を
、相
互
に

交
換
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
。

　

こ
の
席
上
で
、本
県
代
表
と
し
て
登
米

市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
阿
部
善よ

し

光み
つ

さ
ん
＝
南
方

町
板
倉
＝
が「
挑
戦
〜I`m

 Ready!! D
o 

m
y Best!!

〜
」と
題
し
、意
見
発
表
。審
査

の
結
果
、最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、３
月
に
東

京
で
開
催
さ
れ
る「
全
国
農
村
教
育
青
年

会
議
」に
東
北
地
区
代
表
と
し
て
推
薦
さ

れ
た
。意
見
発
表
の
部
で
の
全
国
推
薦
は

登
米
市
初
。阿
部
さ
ん
は「
全
国
の
舞
台
に

立
て
る
の
は
光
栄
な
こ
と
。４
Ｈ
ク
ラ
ブ

日
本
に
は
四
季
が
あ
り
、寒
い
と
き
は
寒

い
な
り
に
、暑
い
と
き
は
暑
い
な
り
に
対

応
し
、作
物
を
栽
培
し
て
い
る
。「
米
国

の
大
規
模
農
業
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
頼
み
。マ

ニ
ュ
ア
ル
に
な
い
状
況
が
発
生
す
る
と
、

従
業
員
は
対
応
で
き
な
い
。日
本
の
農
家

は
、細
か
い
状
況
変
化
に
対
応
で
き
、栽
培

技
術
は
非
常
に
高
い
」。外
か
ら
日
本
を
見

る
こ
と
で
、そ
の
強
み
に
気
付
い
た
。

　

収
穫
量
で
は
欧
米
に
か
な
わ
な
い
が
、

味
や
衛
生
面
で
の
安
全
性
な
ど
、品
質
の

高
さ
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。「
欧
米
を
見

て
が
っ
か
り
す
る
の
で
は
な
く
、良
さ
と

強
み
を
追
求
し
て
い
け
ば
、世
界
が
相
手

で
も
勝
負
で
き
る
」「
日
本
人
は
人
と
の
和

を
大
切
に
す
る
。個
人
で
勝
負
す
る
の
で

は
な
く
、和
を
も
っ
て
農
家
が
輪
に
な
り
、

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
農
業
を
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
さ
せ
る
」と
い
う
答
え
に
行
き
着
い

た
。こ
れ
を
ま
と
め
た
の
が「
挑
戦
〜I`m

 
Ready!! D

o m
y Best!!

〜
」だ
。

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
は
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
。日
本
農
業
を
支

え
る
20
〜
30
代
の
若
い
農
業
者
を
中
心

に
組
織
。全
国
で
約
８
５
０
ク
ラ
ブ
、約

１
万
３
千
人
が
加
入
し
て
い
る
。農
業
経

営
課
題
の
解
決
方
法
を
検
討
し
た
り
、よ

り
良
い
技
術
を
検
討
し
た
り
す
る
た
め
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
中
心
に
、消
費
者

な
ど
と
の
交
流
、地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

４
Ｈ
と
は「
農
業
改
良
と
生
活
改
善
に

役
立
つ
腕（H

ands

）を
磨
き
、科
学
的
に

物
を
考
え
ら
れ
る
頭（H

ead

）の
訓
練
を

し
、誠
実
で
友
情
に
富
む
心（H

eart

）を

の
先
輩
や
仲
間
た
ち
に
、協
力
や
刺
激
を

も
ら
え
た
か
ら
全
国
に
行
け
る
」と
、
支

え
て
く
れ
た
人
た
ち
に
感
謝
す
る
。

　

阿
部
さ
ん
は
、１
年
７
カ
月
間
、米
国
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
農
業
法
人
で
イ
チ
ゴ
作

り
を
学
ん
だ
。そ
こ
は
、６
０
０
人
以
上
の

従
業
員
を
雇
用
す
る
な
ど
、日
本
で
は
考

え
ら
れ
な
い
レ
ベ
ル
の
大
規
模
農
業
を
展

開
。従
業
員
は
、米
国
人
だ
け
で
は
な
く
、

メ
キ
シ
コ
人
や
中
国
人
な
ど
多
く
の
人

種
が
集
ま
り
、英
語
や
ス
ペ
イ
ン
語
な
ど

多
く
の
言
語
が
飛
び
交
っ
て
い
た
。「
施

設
は
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
、作
業
は
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
、農
業
と
い
う
よ
り
工

場
で
作
業
し
て
い
た
感
じ
だ
っ
た
」。

大
規
模
農
業
に
身
を
置
い
て
い
る
う

ち
に
、気
付
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

培
い
、楽
し
く
暮
ら
し
、元
気
で
働
く
た
め

の
健
康（H

ealth

）を
増
進
す
る
」と
い
う
、

４
つ
の
信
条
の
頭
文
字
を
取
っ
た
総
称
。

　

登
米
市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
は
、28
人
の
会
員

で
構
成
。し
か
し
、３
年
前
ま
で
は
現
在
の

半
分
ほ
ど
だ
っ
た
。「
登
米
市
農
業
発
展
に

は
、若
手
農
業
者
の
つ
な
が
り
が
必
要
」

と
、髙
崎
大だ

い

喜き

会
長
＝
米
山
町
的
場
＝
を

筆
頭
に
、農
業
生
産
法
人
社
員
や
新
規
就

農
者
な
ど
に
声
を
掛
け
、現
在
に
至
っ
た
。

髙
崎
会
長
は「
人
数
が
多
い
と
意
見
も
増

え
、活
動
の
幅
も
広
が
る
」と
に
っ
こ
り
。

活
動
は
、毎
月
定
例
会
を
開
き
、農
業

情
勢
や
経
営
の
意
見
を
交
換
。「
ク

ラ
ブ
員
は
、野
菜
、花
卉
や
畜
産
な
ど
い
ろ

ん
な
分
野
に
取
り
組
ん
で
い
る
。そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
組
み
の
中
に
、経
営
の
ヒ
ン
ト

が
隠
れ
て
い
る
」と
、自
ら
の
経
営
や
農
業

発
展
を
模
索
す
る
。ま
た
、イ
ベ
ン
ト
な
ど

も
手
掛
け
、本
年
度
は
南
方
町
の
桜
祭
り

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
し
た
。

　

食
育
に
も
力
を
注
ぐ
。７
年
前
か
ら
、東

和
町
の
耕
作
放
棄
地
で
ソ
バ
を
作
付
け
。

収
穫
後
は
、登
米
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
と

そ
ば
を
打
ち
、収
穫
祭
を
開
い
て
い
る
。ク

ラ
ブ
員
は「
先
輩
か
ら
引
き
継
い
だ
大
事

な
事
業
。幼
い
と
き
の
体
験
は
忘
れ
な
い
。

農
業
が
食
を
つ
な
げ
、食
が
人
を
つ
な
げ

る
。園
児
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
、農

業
を
つ
な
い
で
も
ら
え
れ
ば
」と
、未
来
の

農
家
の
種
を
ま
い
て
い
る
。

　

ク
ラ
ブ
員
た
ち
は
笑
顔
で
語
る
。「
登
米

市
は
農
業
の
ま
ち
。農
業
が
元
気
に
な
れ

ば
、ま
ち
も
活
気
づ
く
。４
つ
の
Ｈ
で
登
米

市
を
ハ
ッ
ピ
ー
に
し
た
い
」。
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